令和８年度丹後郷土資料館保管資料及び什器等移転業務仕様書



１　業 務 名
　　令和８年度丹後郷土資料館保管資料及び什器等移転業務

２　作業日程
令和９年１月５日から令和９年３月19日までの間(土日を除く)で担当者と協議の上決定する。

３　作業場所
・京都府宮津総合庁舎（京都府宮津市字吉原2586-2）
・旧京都府立網野高等学校間人分校（京都府京丹後市丹後町間人337）
　　・丹後郷土資料館（京都府宮津市字国分小字天王山611-1）
・丹後郷土資料館外部収蔵庫（京都府与謝郡与謝野町字男山小字ジ光寺970-6）

４　業務内容
(1) 京都府宮津総合庁舎の荷物を京都府立丹後郷土資料館へ移動（一部梱包を含む）
(2) 京都府宮津総合庁舎内の荷物を同庁舎内別室へ移動（梱包・棚戻しを含む）
(3) 旧京都府立網野高等学校間人分校の資料及び什器等を丹後郷土資料館外部収蔵庫及び丹後郷土資料館へ移動

５　搬送量・搬送先
　　別紙１～４及び別紙写真のとおり

６　条 件
(1) 上記４業務内容(1)について、ロッカー内の書類等は基本的に職員による事前梱包を行う。
(2) 上記４業務内容(2)について、ロッカー内の書類等は箱入れを行い移動させ、元の並んでいたとおりに、元のロッカー内に箱出しすること。（別紙２及び別紙３参照）
(3) 上記４業務内容(3)に含まれる対象物の注意点
　考古品の土器類は割れ物のため、運搬作業時は特に注意すること。
(4) 必要に応じて、棚等の解体・組立を行うこと。
(5) 移動先において、職員指示のもと配置すること。
　　なお、現地においてレイアウトを変更する場合があるため、その移動についても職員の指示に従い対応すること。
(6) 作業場所において、傷が付くことがないよう必要な養生を行うこと。
(7) 全作業場所とも、エレベーターはない。
(8) 作業時間帯は、８時３０分～１７時１５分とする。
(9) 間人分校及び収蔵庫は土足厳禁とする。

７　梱包用具等
(1) 職員による事前梱包のため、ダンボール箱（Ｗ45×Ｄ33×Ｈ31cm程度）ガムテープ（クラフト）もしくは折りたたみ式コンテナを契約後、職員の指示する期日までに提供すること。用意するダンボール箱はリサイクル品でも可とする。
(2) 設置場所を指示する符号を表示するため個々の運搬対象物にあらかじめ貼付するラベルを提供すること（15cm×10cm程度の裏糊付きで容易に剥がせるもの）。
　　
８　その他
　(1) 原則として職員立会いのもと、作業を行うこと。
(2) 事前に現地確認を行う等、寸法や安全を確認の上、業務を実施すること。
(3) 建物、備品等を損傷したときは、原状に回復すること。
(4) 受注者は、本業務遂行上知り得た情報を他に漏らしてはならない。
(5) 委託料の支払は、業務完了後一括して行う。
(6) その他、本業務執行上、疑義または記載外の事項が生じた場合には、発注者及び受注者双方の協議のうえ対応するものとする。
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